
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

     

 

１ 

人権教育研修 

(13:30 緑小) 

市教頭会 14:00 

２ 

３ ４ 

市主幹教諭・教務

主任研修会 15:00 

５ 

新聞の日② 

英語研修 

(国中 13:35) 

６ ７ ８ 

Ｓ＆Ｕ細谷小 

９ 

１０ １１ 

教科書選定委員会② 

14:00 

臨海自然教室(祇󠄀園･

緑･石北･国分寺) 

１２ １３ 

Ｓ＆Ｕ古山小 

臨海自然教室(石橋･

国東･南河内小中) 

１４ 

幼小連絡協議会研

修②(国小 13:35) 

１５ 

下地区総体～7/18 

１６ 

１７ １８ １９ 

定例教育委員会 

社会科副読本活用

研究③14:30 

２０ 

前期前半終了 

２１ 

夏季休業～8/31 

いじめ問題対策連

絡協議会①14:00 

２２ ２３ 

県総体 

～7/31 

２４ ２５ ２６ ２７ 

教育課程研究集会

〈小学校〉 

（壬生町公民館） 

２８ 

下地区特別支援教育

研修(下都賀庁舎) 

Ｓ＆Ｕ祇󠄀園小 

２９ 

下小教研Ｂ部会 

３０ 

３１ 

  

時間のみ記載の研修会の場所は下野市役所です。 

○市教育研究所主催行事 ○市関係行事 ○学校関係行事 ○その他 

 関東地方では、観測史上最速の梅雨明けと６月の観測史上最高気温を記録するなど、駆け足

で夏本番がやって来ました。先生方はいかがお過ごしでしょうか。毎日厳しい暑さが続いてい

ますが、暑さにも負けずビタミンカラーいっぱいに咲き誇る花壇の花々は、まるで私たちにエ

ールを送ってくれるかのようです。体調管理にも気を遣う時期ですが、水分はもちろんのこ

と、栄養と休養をしっかり取り、私たちも夏本番に備えたいものです。 

あと３週間ほどで夏休みを迎えます。児童生徒が４月からの成長を実感できるよう、そし

て、９月からの前期後半に向けて目標をもって夏休みを過ごすことができるよう、前期前半の

まとめと振り返りをお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６月１３日(月)に市内小・義務教育学校の校長先生方、幼稚園･保育園･認定こども園の園長先生方にご

参加をいただき、下野市幼小連絡協議会総会を開催しました。昨年、一昨年は書面開催のため、３年振り

に顔を合わせての開催となりました。総会では、今年度の会長に国分寺東小学校の人見佳代子校長先生、

副会長に薬師寺幼稚園の内木大輔園長先生と、しば保育園の伊澤敏子園長先生が選出されました。 

 総会後の研修では、宇都宮大学教職大学院の青柳宏教授より「幼小の学びや育ちをつなぐために」と題

して御講話をいただきました。青柳先生からは、幼児期は環境を通して子どもたちを育むことが大切であ

り、それは小学期でも同じであること、幼小接続は、低学年だけ 

ではなくそれ以上の学年においても重要な役割を担っていることを 

伺いました。 

市教育研究所では、幼小の接続が円滑に進められるよう、今後、 

授業研究会や幼児の学校体験、情報交換会等を実施してまいります。 

日程調整や事前準備等、お世話になります。御協力をお願いいたします。 

 

 本事業は、児童生徒の社会情勢への関心を高めたり、様々な活字媒体に慣れ親しむことで読解力を伸ば

したりすることを目的に、年間５回の「下野市新聞の日」を設定し、下野市立学校の全児童生徒に新聞を

無償配付するものです。６月１４日(火)には、今年度１回目の「下野市新聞の日」を実施しました。 

 細谷小学校では、朝の読書の時間や１時間目に新聞活用の場を設定しました。 

１年生では、新聞をめくる体験をした後、「の」の文字を探す活動を行いました。 

探す中で、「の」の文字が単語と単語の間にあることに気付くなど、助詞の 

理解につながる姿も見られました。４年生では、算数の「大きな数」 

の学習と関連させ、一番大きな数を探す活動を行いました。見付けた 

数と記事の内容を照らし合わせて、「兆」の単位は、実際にどのような 

場面で用いられているのかという視点から考えを深めることができました。 

 次回は７月５日(火)の実施になります。小・義務教育学校１・２年生は 

「読売ＫＯＤＯＭＯ新聞」、３年生以上は「下野新聞」の配付になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 24 日(火) 

代表生徒が集まり､子ども未来

プロジェクトの目的の 1つ､ 

｢いじめをしない・させない・

見逃さない｣ために、自分たち

に何ができるか話し合いました。 

夏季休業中など 
 

中学校区ごとに代表児童・

生徒が集まり、｢いじめ｣に

ついて考えます。 

小中交流会は、生徒会に運営をお願い

しています。進め方は、各中学校区で

多少異なりますが､先生方のサポート

をお願いします｡ 

各学級において｢いじめ｣に

ついての話合いを行います。

生徒会としての提案 

｢いじめ｣防止のために、 

市内全ての学級で｢いじめ｣

について話し合おう。 

これまでの活動で話し合ったことや、 

今後の流れについてお知らせします。 

小中交流会を受けて、各学校で

学級での話合いに向けた計画・

準備をお願いします｡ 


